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保育者養成課程校で学ぶ「専門学校生」は実習に対してどのよう

な不安を感じているのか 

―実習不安尺度の作成と自己効力感の関連― 

What are the students who study child care at the vocational 

school anxious about their coming practical training？ 

渡邉 舞 

Mai Watanabe 

問題 
近年、家族形態の縮小、少子化により子育てに関する環境に注目が集まっている。保育の現場はま

さに地域の育児機能の拠点であり、保育者（本報告では、保育所・幼稚園・認定こども園等に勤務す

る幼稚園教諭、保育士、また子育て支援センター、児童養護施設、児童発達支援センター等に勤務す

る施設職員を含む）は子どもの発達を支える重要な役割を担う存在である。保育者養成課程校で学ぶ

学生にとって実習は学生生活で経験できる実践の場であり、保育の現場を知る重要な機会である。実

習に対する不安も大きく、これに関連して、実習への不安を検討する研究は多数存在する（村田・岡

本・小林・海野，20041）；田辺・後藤，20162）；長谷部，20073）；越智・佐藤，20124））。村田ら（2004）

は、保育者を目指す学生に対し調査を行い、保育実習への不安の状況として、実習が楽しみであると

考えている学生が約 7 割である一方で、保育実習に対し不安を感じている学生が 9 割を超えているこ

とを報告している 1）。また、田辺・後藤（2016）は、実習経験の有無によって実習に対する不安に差

異が見られるかを検討している。その結果、実習を経験した学生で実習に対する不安感が高いことを

示し、実習を経験し、保育者としての将来を具体的に考えようになった結果、自信よりもむしろ不安

として現れたのではないかと考察した 2）。すなわち実習に対する不安は学生としての在学期間の全般

にわたり感じていることを意味する結果であろう。実習に関する不安の内容を検討する調査として長

谷部（2007）は、保育者を目指す短大生を対象に調査を行い、実習不安感尺度を 20 項目で構成し、

因子構造を検討した。その結果、指導案の作成や実習の計画遂行に関する不安である「指導」、保育

実践や子どもの指導についての事前準備学習に関する不安である「事前理解」、子どもや実習先の指

導者との関係構築に関する不安である「人間関係」、実習活動内容に関する不安である「活動内容」

の 4 因子構造であることを報告した 3）。越智・佐藤（2012）も保育者を目指す短大生を対象に、事前

の自由記述から構成した 31 項目を使用しその因子構造を検討している。その結果、先生や保護者と
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のかかわりに関しての不安である「先生、保護者との関係」、子どもとのかかわりに関しての不安で

ある「子どもとの関係」、保育を実践する力が㌟についていることに関する不安である「保育実践」、

実習୰の自㌟の体力に関する不安である「ᗣ」の 4 因子であることを報告している 4）。 

一方で学生が専門職としてᑵ職し、地域の育児機能の拠点としてാく環境のᩚ備も課㢟の一つであ

る。すᆏ（2002）は、幼稚園教諭を対象とした調査から、幼稚園教諭用ࢫࣞࢺࢫホ定尺度を作成した。

この尺度では、「園内の人間関係のၥ㢟」・「事の多さと間のḞዴ」・「子どもの理解・対ᛂの㞴し

さ」・「学⣭㐠Ⴀの㞴しさ」の 4 つの内容がᚓられている �）。現場でാく職員の不安やࢫࣞࢺࢫは、子

どもの理解や対ᛂの㞴しさにຍえて、多ᛁであることや学⣭㐠Ⴀの㞴しさ等多ᒱにわたることを᫂ら

かにしたものである。 

自己効力感とは、ある状況に࠾いてある結果を達成するたࡵにᚲ要な行動を自ศがୖᡭくできるか

どうかのண期のことである（%DQGXUD�19776））。課㢟を行うときに、「この課㢟を達成するたࡵに、

自ศはここまでできるのࡔ」という自信をᣢつことがᚲ要であり、保育者養成課程校では、学生の自

己効力感を高ࡵる実習教育࣒ࣛࢢࣟࣉが重どされている。᳃(2003)は、自信をもって✚ᴟ的に事を

遂行する学生は、᫂るくᛌ活に実習にྲྀり⤌ࡔࢇ結果を示し、保育ᢏ⾡に対する自信を῝ࡵる要⣲と

して、自己効力感の重要ᛶを指している 7）。 

本研究では、保育者養成課程校で学ぶ専門学校生を調査対象とする。保育者養成課程校はに 4 年

ไ大学、2 年ไ短期大学、専門学校に集約されるが、その୰で専門学校はᖹ成 19 年現在 102 所（全࢝

体に༨ࡵる割ྜ 1��1㸣）であり、ධ学定員数では 7247 ྡ（ྠじく 13�3㸣）を༨ࡵて࠾り、保育者を

目指す学生が学ぶ場の一つである �）。本研究の目的は、専門学校で学ࡧ保育者を目指す学生が実習に

対して感じている不安の内容を᫂らかにし、実習不安尺度を作成することである。また自己効力感と

実習不安との関連を᫂らかにすることである。 

 

◊✲ � 
┠ⓗ�
研究 1 では、保育者養成課程校に㏻う専門学校生が実習を体験し、ࢫࣞࢺࢫを感じた内容、࠾よࡧ

不安に感じている内容を集することである。 

᪉ἲ�
㸦�㸧ᛦ௹ң力ᎍとᛦ௹ଐ 

海㐨内の専門学校生に㉁ၥ⣬調査を行った。調査༠力者は 3 年生 17 （ྡ⏨ᛶ 2 ・ྡዪᛶ 1� ྡ）、

1 年生 101 ྡ（⏨ᛶ � ྡ・ዪᛶ 93 ྡ）であった。3 年生に対しては、201� 年 � ᭶ୗ᪪、1 年生に対

しては 9 ᭶୰᪪にᤵᴗの一部を用して調査を行った。3 年生は㈨᱁ྲྀᚓに関する全ての実習を⤊え

て࠾り、1 年生はึࡵての実習となる体験実習を⤊えた後の調査実施であった。 
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㸦2㸧ឋբኡのϋܾと実૾ඥ 

3 年生には、「これまでの実習をり㏉り、㎞かったฟ来事や実習୰にᝎࡔࢇฟ来事」を 3 点௨ୖ

記ධしてもらった。また 1 年生には、「体験実習を⤊えて、㎞かったฟ来事・大ኚࡔったฟ来事」と

「後の実習にྥࡅて、不安に感じていること」をྛ 1 点௨ୖ記ධしてもらった。 

 

⤖ᯝ�
� 年生࠾よࡧ � 年生に記ධしてもらった自由記述数は ��� 項目であった。��� 項目の記述内容につ

いて、➹者と専門学校に所ᒓする �年生 �� ྡにより .- ἲを実施した。その結果、ศ㢮できなかった

�� 項目を㝖እし、「子どもの理解・対ᛂの㞴しさ（��� 項目）」・「実習生と職員の関係（�� 項目）」・「保

育ᢏ⾡への不安（�� 項目）」・「間と体力への不安（�� 項目）」・「᭩きもの（᪥ㄅ・指導ጄ）への不

安（�� 項目）」・「園内の人間関係（�� 項目）」・「ಶ人的な不安（�� 項目）」の � 㡿域にศ㢮した。そ

の後㢮ఝした項目を⤫ᗫྜし、記述数が多かった内容を୰ᚰに �� 項目に集約し、実習不安尺度の項

目とした。その項目を 7able㸯まとࡵた。 

1 子どもの同士のケンカに対応すること

2 障がいを持った子どもに対応すること

3 実習先で実習生に対する態度が好意的でないこと

4 指導案や日誌を書くこと

5 実習先の職員間で子ども対する態度が異なること

6 子どもが泣いているときに対応すること

7 子どもの怪我や事故の危険を避けること

8 大勢の子どもに対して平等に対応すること

9 ピアノの技術や歌が上手く歌うこと

10 実習先の職員とコミュニケーションをうまく取ること

11 実習中の精神的な安定を保つこと

12 子どもに注意したり、叱ったりすること

13 攻撃的な子どもに対応すること

14 人見知りの子どもに対応すること

15 手遊びや遊びのレパートリーの数が少ないこと

16 実習先で指示されたことに対応できること

17 実習先の職員間の関係が良くないこと

18 子どもとうまくコミュニケーションをとること

19 子どもの気持ちを汲み取ること

20 実習中の体調管理をすること

21 子どもの発達段階階に適した対応をすること

Table1.実習生の不安に関する内容の項目
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◊✲ � 
┠ⓗ�
研究 2 では、研究㸯でᚓられた項目から、実習不安尺度を作成することである。また専門学校生の

自己効力感を 定し、実習不安尺度との関連を調ることである。 

 

᪉ἲ�
㸦�㸧ᛦ௹ң力ᎍとᛦ௹ଐ 

海㐨内の専門学校生に㉁ၥ⣬調査を行った。調査༠力者は 1 年生 102 （ྡ⏨ᛶ � ྡ・ዪᛶ 94 ྡ）

であり、ᖹᆒ年㱋は 1��� ṓ（6' 1�46）であった。調査は体験実習を⤊えた 201� 年 11 ᭶ୖ᪪にᤵ

ᴗの一部を用して調査を行った。 

㸦2㸧ឋբኡのϋܾと実૾ඥ 

�� 年㱋を記ධしてもらい、ᛶูにۑをࡅてもらった。また体験実習先について、あてはまるもの

にۑをࡅてもらった。な࠾、そのにヱᙜする場ྜには、具体的な実習先を記ධしてもらった。実

習先の内ヂは保育所 �� ྡ、幼稚園 �ྡ、児童会㤋 �� ྡ、子育て支援センター�ྡ、㞀がい児・㞀が

い者施設 �ྡであった。 

�㸬研究㸯で集した項目から、実習不安尺度として �� 項目を使用し、後の実習にྥࡅて「�全く

不安ではない」から「�とても不安である」までの �ẁ㝵でᅇ⟅してもらった。 

�㸬自己効力感尺度 �� 項目（ᆏ野・ᮾᲄ�����）を使用した 9）。㉁ၥ項目について「はい」または「い

いえ」でᅇ⟅してもらった。自己効力感が高いとุ᩿される項目にᅇ⟅があった場ྜに �点がえら

れる。したがって、ᚓ点の⠊ᅖは � 点㹼�� 点であり、ᚓ点が高い人≀ど自己効力感が高いとุ定

される。 

 

⤖ᯝ�
㸦�㸧実習不安尺度の܇׆ನᡯ 

研究 � で㑅定した実習に対する不安 �� 項目の因子構造を検討するたࡵに因子ศᯒ（因子ἲ・ࣉ

��、ᅇ㌿）を行った。その結果ࢫࢡࢵ࣐ࣟ 項目は �つの内容にศ㢮された（7able� ཧ↷）。ศᯒୖで、

� つの内容にศ㢮できなかった「���実習୰に⢭⚄的な安定を保つことができなかった」はศᯒから

㝖እした。第㸯因子は「子どもྠ士のࢣン࢝に対ᛂすること」といった「子どもへの対ᛂと保育実践

に関する不安（Ș ����）」に関する内容であった。第 �因子は「実習先で指示された㏻りに対ᛂする

こと」といった「実習୰のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンとಶ人的課㢟に対する不安（Ș ����）」に関する内容

であった。第 �因子は「実習先での実習生に対する態度がዲ意的ではないこと」といった「実習先の

職員との関係に対する不安（Ș ����）」に関する内容であった。第 � 因子 �� 項目・第 � 因子 � 項目・

第 � 因子 � 項目のྜ計್を⟬ฟし、௨ୗのศᯒに使用することにした。また、�� 項目を全てྜ計し
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た実習不安ᚓ点も⟬ฟした。 

 

Ꮚྠࡢࡶኈ࢝ࣥࢣࡢᑐᛂࡇࡿࡍ ���� ����� �����

ᏊࡀࡶἽࡁࡿ࠸࡚࠸ᑐᛂࡇࡿࡍ ���� ���� ����

㞀ࢆ࠸ࡀᣢࡓࡗᏊࡶᑐᛂࡇࡿࡍ ���� ����� ����

Ꮚࡶᑐ࡚ࡋ㐺ษὀពࡇࡿࡍࡾࡓࡗྏࠊࡾࡓࡋ ���� ���� ����

Ꮚࡢࡶᡃࡸᨾᑐᛂࡇࡿࡍ ���� ����� ����

ࡇ࠺ḷࡃᡭୖࢆḷࡸ⾡ᢏࡢࣀࣆ ���� ���� �����

ᨷᧁⓗ࡞Ꮚࡶᑐᛂࡇࡿࡍ ���� ���� ����

ேぢ▱ࡢࡾᏊࡶᑐᛂࡇࡿࡍ ���� ���� ����

ᣦᑟࡸ᪥ㄅࢆ᭩ࡇࡃ ���� ���� ����

ᡭ㐟ࡸࡧ㐟ࡀᩘࡢ࣮ࣜࢺ࣮ࣃࣞࡢࡧᑡࡇ࠸࡞ ���� ���� �����

ᐇ⩦ඛ࡛ᣦ♧ࡓࢀࡉ㏻ࡾᑐᛂࡇࡿࡍ ����� ���� �����

ᐇ⩦ඛࡢ⫋ဨࡇࡿྲྀࡃࡲ࠺ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ ����� ���� ����

ໃࡢᏊࡶᑐ࡚ࡋᖹ➼ᑐᛂࡇࡿࡍ ���� ���� �����

Ꮚࡇࡿࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡃࡲ࠺ࡶ ���� ���� �����

ᐇ⩦୰ࡢయㄪ⟶⌮ࡇࡿࡍࢆ ����� ���� ����

ᏊࡢࡶẼᣢࢆࡕỮࡇࡿྲྀࡳ ���� ���� �����

ᏊࡢࡶⓎ㐩ẁ㝵ᛂࡓࡌᑐᛂࡇࡿࡍࢆ ���� ���� ����

ᐇ⩦ඛ࡛ࡢᐇ⩦⏕ᑐࡿࡍែᗘࡀዲពⓗ࡛ࡇ࠸࡞ ���� ����� ����

ᐇ⩦ඛࡢ⫋ဨ㛫࡛Ꮚࡶᑐࡿࡍែᗘࡇࡿ࡞␗ࡀ ���� ����� ����

ᐇ⩦ඛࡢ⫋ဨ㛫ࡢ㛵ಀࡀⰋࡇ࠸࡞ࡃ ����� ���� ����

䚷 䚷 䊠 䊡

ϩ .625

䊢 .419 .433

➨�ᅉᏊ㸹ᐇ⩦୰ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢಶேⓗㄢ題ᑐࡿࡍᏳ㸦Ș ����㸧

➨�ᅉᏊ㸹Ꮚࡢࡶᑐᛂಖ⫱ᐇ㊶㛵ࡿࡍᏳ㸦Ș ����㸧

➨�ᅉᏊ㸹ᐇ⩦ඛࡢ⫋ဨࡢ㛵ಀᑐࡿࡍᏳ㸦Ș ����㸧

7DEOH��ᐇ⩦ᏳᑻᗘࡢᅉᏊᵓ㐀

ᅉᏊ㛫┦㛵

 

 

㸦2㸧実習不安尺度と自己効力感の関連 

自己効力感のᖹᆒ್は ��� 点（6' ����）ࡔった。ᆏ野（����）のᇶ準にᚑい 10）、� 点㹼� 点を自

己効力感ప⩌（�� ྡ）・�点㹼�点を自己効力感୰⩌（�� ྡ）・�点㹼�� 点を自己効力感高⩌（�� ྡ）

にศࡅた。 

自己効力感の高い学生とపい学生では、実習に対する不安に差がみられるか検討するたࡵに、自己

効力感のࣝࢢーࣉ⩌（高⩌・୰⩌・ప⩌）を⿕験者間要因の⊂❧ኚ数、実習不安のྜ計ᚓ点、࠾よࡧ

ྛ因子のྜ計ᚓ点をᚑᒓኚ数とする � 要因ศᩓศᯒを行った。その結果、実習不安のྜ計ᚓ点では、

自己効力感の有意な効果が見られ（)(2�99) 1��0�� S��001）、多重ẚ㍑（7uNey ἲ）の結果、自己効

力感が高い人（����� 点）は、自己効力感が୰程度（����� 点）とపい人（����� 点）よりも、実習

に対する不安がపく、自己効力感は高いと、実習に対する不安をᙉく感じないことが示された

（)igure� ཧ↷）。 
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第 �因子の「子どもの対ᛂと保育実践に関する不安」のᚓ点では、自己効力感の有意な効果が見

られ（)(2�99) 9�37� S��001）、多重ẚ㍑（7uNey ἲ）の結果、自己効力感が高い人は、自己効力感が୰

程度とపい人よりも、子どもの対ᛂと保育実践に関する不安がపかった。第 �因子の「実習୰の࣑ࢥ

ンとಶ人的課㢟に対する不安」のᚓ点では、自己効力感の有意な効果が見られࣙࢩーࢣࢽࣗ

（)(2�99) 13���� S��001）、多重ẚ㍑（7uNey ἲ）の結果、自己効力感が高い人と୰程度の人は、自己

効力感がపい人よりも、実習୰のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンとಶ人的課㢟に対する不安がపかった。第 �因

子の「実習先での職員との関係に関する不安」のᚓ点では、自己効力感の有意な効果が見られ

（)(2�99) ��42� S��001）、多重ẚ㍑（7uNey ἲ）の結果、自己効力感が高い人は、自己効力感がపい人

よりも、実習先での職員との関係に関する不安がపかった（7able� ཧ↷）。 

 

Table3䠊⮬ᕫຠຊឤ⩌に䛚ける実習不安ᑻ度のྛᅉ子のྜィᚓⅬ

子ども䜈の対応と保
⫱実㊶に関する不安

実習中のコミュニケー
ションとಶ人的ㄢ㢟に
対する不安

実習先の職員との関
係に対する不安

⮬ᕫຠຊឤప⩌䠄43ྡ䠅 ����� ����� �����

⮬ᕫຠຊឤ中⩌䠄29ྡ䠅 ����� ����� �����

⮬ᕫຠຊឤ㧗⩌䠄30ྡ䠅 ����� ����� �����  
 

⪃ᐹ 
㸦�㸧ݦᧉఄܖဃの実習不安ƴƭƍƯ 

本研究の第一の目的は、保育士養成課程校に在⡠する専門学校生が、実習に対してどのような不安
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を感じているかを᫂らかにすることであった。研究 � で学生自㌟の自由記述による項目集から ��

項目で構成される実習不安尺度を作成し、研究 � で因子構造の検討を行った。因子ศᯒの結果 �� 項

目での � 因子構造を᥇用した。保育者を目指す専門学校生の実習不安は、「子どもへの対ᛂと保育実

践」・「実習୰のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンとಶ人的課㢟」・「実習先の職員との関係」に集約されることが᫂

らかになった。第 � 因子の信㢗ᛶ係数（Ș）が���� とややపいが、一定の信㢗ᛶも☜認できた。ま

た短大生を対象とした研究（長谷部，2007；越智・佐藤，2012）とྠࡰじような項目内容がᢳฟ

されて࠾り、保育者養成課程校で学ぶ学生にඹ㏻する実習不安を集できたものと示၀される。一方、

越智・佐藤(2012)で報告されている保護者との関わりに関する不安については、本研究では研究㸯の

自由記述による調査の୰で専門学校生から、これらの内容について集されなかった。本研究の調査

༠力者の多くが 1 年生であり、調査期もධ学数か᭶後の � ᭶㹼9 ᭶であった。したがって現場の

࣓ーࢪもあいまいであり、保育実践や子どもへの対ᛂといった子どもとの関わりに対する不安が୰ᚰ

となって⾲れたものをᛮわれる。 

㸦2㸧実習不安と自己効力感の関連ƴƭƍƯ 

本研究の第の目的は、第一の目的で作成した実習不安尺度と自己効力感との関連を検討すること

であった。不安の全体ᚓ点、࠾よࡧ第 � 因子から第 � 因子ูにᚓ点をẚ㍑したところ、すての内容

について、自己効力感が高い学生は、実習への不安をపくホ定して࠾り、᳃（����）との結果とも一

⮴する結果がᚓられた。実習前には多くの学生が実習に対して不安を感じるものであろうが、ᅇ 

定した全ての実習不安の内容に自己効力感が関連することが᫂らかになった。したがって実習にかか

わるᤵᴗのみならࡎ、保育に関するᇶ♏知㆑やᇶ本ᢏ⾡を学ぶᤵᴗの୰で、自己効力感が高まるよう

なᤵᴗᒎ㛤がᮃまれ、現場の教員࠾よࡧ学校職員がその役割を果たしていくことがᚲ要であろう。 

 

ᚋࡢㄢ題 
本研究では保育者を目指す専門学校生を対象に �� 項目からなる実習不安尺度を作成したが、この

後の課㢟として検査ἲによる信㢗ᛶの検討やの指ᶆとの関連からጇᙜᛶの検討がᚲ要である。 

また実習不安と自己効力感との関連を検討したが、自己効力感のỈ準は �つある。一つ目は課㢟や

場㠃に≉異的に行動にᙳ㡪をཬࡰす自己効力感であり、つ目は具体的なಶࠎの課㢟や状況に౫存ࡏ

る行動にᙳ㡪する自己効力感である。本研究では前者の自己効力ࡅ࠾より一般化した᪥ᖖ場㠃に、ࡎ

感尺度を᥇用した。後者は≉ᛶ的自己効力感とྡされ、ಶ人差の存在が定されᚓる尺度である。

成田・ୗ௰・୰㔛・Ἑྜ・佐藤・長田（����）は≉ᛶ的自己効力感のಶ人差を 定することは、ಶ人

の行動をண し、ไᚚするୖで㠀ᖖに重要となると指している 11）。後の課㢟として≉ᛶ的自己

効力感と実習不安尺度との関連も検討するᚲ要がある。 
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